
－1－ 

住民と議会の意見交換会 

日 時 平成 30 年 12 月 4 日 

                                                            午後 7 時～8 時 50 分 

場 所 役場別館講堂 

 

○寺地議会運営委員会委員長 皆様、こんばんは。定刻となりましたので始めさせてい

ただきたいと思いますが、皆様方には雨が降りまして、大変お出かけにくいところお集ま

りを賜りまして誠にありがとうございます。 

 私ども平成２４年からこうした議会報告と、そして住民の皆さんと語り合う会を開いて

きて、このたびで６回目になるということでございます。 

私、本日の司会のほうを担当いたします議会運営委員会の委員長寺地でございます。

どうぞよろしくお願いします。 

我々議会の情報公開の場といたしましては、ケーブルテレビ等本会議の様子を映して

おりますし、それから役場のほうのホームページで議会のほうにアクセスしていただきま

すと、委員会とか全協の風景とかそういうものを録画でございますが見ていただけるよう

になっております。また、議会広報というものを発行しておりまして、情報を皆さん方に

お伝えするという形にしておりますが、こうした形の対面での意見交換会というのは大変

我々にとってはありがたい情報をいただける場でもございますし、またいろんな職場の

方々とこういった会を持つように計画をいたしておるようなことでございます。 

本日は、２時間ばかりを予定しております。短時間ではございますが、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

それでは、開会に当たりまして入江議長が御挨拶を申し上げます。 

○入江議長 皆さん、こんばんは。議長を拝命しております入江でございます。本日は、

先ほどもありましたように、昼間のお仕事等でお疲れのところ、また、きょうは雨が降り

まして足元の悪い中こうやってお集まりをいただきましてありがとうございます。 

この会の趣旨等は、今、議運の委員長からお話がありましたので議会の様子なり町の

様子なりということを少しお話をして御挨拶に代えさせていただきたいなと思っていると

ころであります。 

本年度は、御承知のように台風等がたくさん来まして、災害の多い年であったなと思
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ってます。特に台風２４号につきましては、町内約１００カ所以上のところで災害が起こ

りました。先月の２６日から２８日まで国の査定が入りまして査定が終了いたしました。

ほぼ満額のようでありますので、それによって早急に工事のほうにかかっていきたいなと

思っているところであります。 

町の大きな動きとしましては、いよいよ３１年の４月に湯梨浜中学校が開校というこ

との運びであります。今、校舎それから屋内運動場、そして給食センター棟はほぼ完成を

いたしました。あとは、グラウンド部分の工事が残っているというところでありまして、

それに向けて鋭意工事が進んでいるというところであります。 

また、この後に残されました北溟中学校、東郷中学校の跡地問題の検討等も、検討委

員会の、この間答申も出ましたし、それを受けまして我が議会でも跡地問題の特別委員会

を設置しておりますので、いよいよ答申を参考にしながら我々も跡地問題について、積極

的にこれから取り組んでいかなければいけないなと思っているところであります。 

それから、きょうの意見交換会の中でもありますけども、特に羽合地域、田後、はわ

い長瀬というところだと思いますが、１７９の延伸の問題もあろうかと思います。これに

つきましては、今まで３案のルート案の中で一本のルート案に決定をいたしまして、それ

によっていよいよ来年度からいろんな設計やらということにかかっていくんじゃないかな

と思っているところです。まだまだ詳しいところは我々にも示されていませんけども、き

ょう皆さんの中に資料としてお付けをしております資料が、現段階での一番の詳しい資料

かなと思っていますので、その辺のことも含めてきょうの意見交換会の中で皆さんととも

に、まちづくりについて議論をしていきたい、御意見を聞いていきたいなと思っていると

ころであります。先ほどありましたようにも、短時間の意見交換ではありますが、皆さん

のほうから積極的ないろんなお考えを聞かせていただきまして、我々もまちづくりの中に

提言、それを参考にしながらしていきたいなと思っておりますので、どうぞ最後までよろ

しくお願いしたいと思います。本日はどうも御苦労さまでございます。よろしくお願いい

たします。 

○寺地議会運営委員会委員長 本日の報告会では、議員全員で役割分担をいたしまして

運営にあたるということにしております。発表者は各常任委員会委員長が行います。 

まず最初に、皆様方すでに御存じかと思いますけども、本日出席の議員の自己紹介か

ら始めたいと思います。 

〔 議員自己紹介 〕 
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○寺地議会運営委員会委員長 それでは、お手元の日程に従いまして進行していきたい

と思います。 

松岡議会運営委員会副委員長が資料の説明、日程の説明を行います。 

○松岡議会運営委員会副委員長 （資料の説明） 

○寺地議会運営委員会委員長 それでは、各委員会報告に入っていきたいと思いますが、

時間の都合上、各委員会１０分程度にいたしております。御了解をお願い申し上げたいと

思います。 

 それでは、まず、総務産業常任委員長より報告をいたします。 

○浦木総務産業常任委員会委員長 失礼します。レジメのほうで先ほど文書の確認をさ

れましたけども、水道事業のほうのことを初めにしたいと思いますので、１ページを見て

いただければと。 

 左側の方は、湯梨浜町の水道ビジョンの概要であって、このぶんは読んでいただければ

と。説明しようと思ったらかなりの時間が必要ですので、これは省略させていただきます。

きょう説明させていただきたいと思うのは、右側のほうの地図が書いてあるほうです。こ

のぶんについて説明させていただきたいと思います。 

まず初めに、分水供給整備ということで、これは前の羽合町時代から水がちょっと渇

水状態になって足らない時期がありました。そのときに、倉吉から分水してもらえないだ

ろうかというようなことがあって、町あるいは議会一緒になって倉吉のほうに申し出いた

しましたけども、その当時は無理なことがありました。それでかなり住民の方に御迷惑を

かけたんじゃないかなと思っております。それ以降は倉吉との交渉っていうのは、粘り強

く行政のほうもやってきておられました。それでついにことしになって、倉吉と分水協約

ですね、これが締結されまして、何か事故が起こったときあるいは渇水になったときに、

倉吉から水を分けてもらうということができるようになりましたので、それを御承知願い

たいと思います。 

ただ、事故の場合は、水道管が破裂したらすぐ倉吉から水を開けて、水を止めずに常

時できるんじゃないかということになるかと思いますけど、バルブで開けたり閉めたりの

操作をしとりますんで、その手間とかそういうのを考えたらすぐに倉吉のほうの水を羽合

に流すということで時間的にちょっと必要かなということがありますので、その辺は御了

解願いたいと思います。 

それからもう一点、水道ネットワーク事業と書いておりますけども、元々合併したと
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きに羽合、東郷、泊、この水道っていうのを一本化しようと、ループ配管で一本化して水

を供給していこうという発想でありました。それをすぐにはできないっていうこともあり

まして、部分的に泊、東郷、羽合の水道管をつなげていくということを取り組んでおりま

す。ここに書いてありますように、赤い印でネットワーク事業ということで、新中学校の

ところ、それから湖岸道路のところ、この２本を東郷の水道管と羽合の水道管を接続させ

るという、そのことはもう設計書もできて工事にかかる段階になっとりますけども、今年

度中にこれが完成するんじゃないかということは聞いております。そういったことをやれ

ば、水の質もかなり改善されるんじゃないかなという思いはしとります。 

それからもう一点、新水源地の開発ということで、これは羽合の方でしたら御存じか

と思いますけども、天神川の伏流水を水源としておりますんで、三朝なんかの上流と比べ

たらちょっとやっぱり水がよろしくないって言ったらまた語弊になるかわかりませんけど

も、三朝なんかと比べたらちょっと厳しい状況にあるんかなということがありますけども、

そういうところはなくして、町長は今考えておられますのは、水があれの場合はどっこも

やってるんですけど塩素殺菌やってるんですけども、量が多いか少ないかということなん

ですけども、町長のあれはそういう塩素殺菌をやらんような水を羽合のほうにも供給した

らどうかというような発想がありまして、だったらばいいところに井戸を掘ってそこから

水の供給ということを言っておられて、先日まで東郷の埴見地区で井戸を掘ってやっとっ

たんですけども、水質は良かったんですけども量が思っとったよりも２分の１ぐらいしか

量が出ないということがあって、そこの埴見地区というのは断念せざるを得なくなって、

要は東郷川の近辺を中心にしてそこからいい水が供給できるんじゃないかなということで、

これから調査してポンプを打って井戸を掘っていくというような状況にあるということで

ございます。いずれにしてもこの羽合地区っていうのは、水でかなりいろんなことがあっ

て来とりますんで、その辺が改善できたらなという思いはしとります。 

もう一点、これはここにはないんですけども、昨日一昨日ぐらいから一週間ぐらい前

から新聞の記事として、水道の民営化ということについてかなり出とります。きょうの新

聞に出とりますけども、民営化をしやすいために水道法の改正をやる、それがきょう参議

院の厚生労働委員会で可決されるだろうと、これは民営化をしやすくさせるために水道の

改正案が出とると。それは水道料金が今の状態で行くと、管が道の下の中に入ってるんで

すけども、それが耐用年数が来て替えなくてはいけない時期になっているというのと、人

口減によって水の供給する人口が減ってくる、それを考えたらどうしても料金を上げざる
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を得ない。これは国の補助とかそういうのがどの程度になるかわからんから、どれくらい

上がるってことは言いにくいんですけども、とりあえず上げざるを得ないだろうというこ

とは確実な状況だということは、行政のほうも我々議会のほうとしても認識しとります。

そういったことにおいて、国も危機感を持ってこの民営化ということをやろうかなってい

う、これ一つの原因ですけど、そういったことできょう可決になったんじゃないかなとい

う流れが今働いとるということを頭の隅に置いていただければと思います。 

いずれにしても、安定した良質な水、こういうものが町民の皆さんに届くようにすべ

きだということは、行政のほうも我々も一生懸命取り組んでいきたいと考えております。

以上が水道の説明でございます。 

 次に、先ほども議長のほうからもありましたけども、災害ということでございます。こ

としあるいは去年、今いろんな災害が頻繁に起こりだしたということで、普通でいきます

と異常気象だと、異常という言葉を使いよったんですけども、なんか異常ではなくて今の

このいろいろ起こること自体が正常、普通どおりのことになっとるんじゃないかというこ

とも考えられるというようなことも考えております。やはり、自分の命あるいは生命を守

ろうとしたならば、やはり避難っていうことが一番大切だということだと思います。ただ、

その避難についても最近は気象庁なんかも避難準備、避難指示とはどういうもんかってい

うことはマップみたいなことで流してますけども、以前は避難準備、避難指示、避難勧告、

何が何だかわからんような状態もありました。ただ、その辺もきちんと避難準備とはこう

いうことなんだと、避難勧告とはこういうことなんだと、避難指示っていうのはすぐ逃げ

なさいということなんだっていうこともきちんと住民の人に知ってもらう、そのためには

以前にもここに持って来とりますけども、ハザードマップっていうのがあります。これは

平成２１年３月現在。このハザードマップっていうのは非常に災害のときにどういうぐあ

いにしたらいいのかと、ハザードマップっていうのはそもそも避難場所、避難経路これを

落としたぶんがハザードマップっていう感じに思ってるんですけども、それ以外にいろん

なことが書いてあります。ただ今回も今年度中、来年の３月ですか、ぐらいまでには新し

い改正したハザードマップを配布したいと、行政が今一生懸命取り組んでおられるような

んですけども、今までがこのハザードマップを区長さんを通して住民に配布するというこ

とだけであって、この内容についての説明っていうのは全くなされてなかったと。だから

もらったはいいけども、置いとけえやという格好でほとんど利用されてなかったっていう

のが今までの現状ではないかと。やはりその辺は、いけんところは直すということで説明
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も加えていきたいということを担当課のほうは言っておられるようですので、それをぜひ

やっていただきたいと思います。そういったことにおいて、これをいかに利用するかって

いうのも一つですし、資料のほうの避難場所、緊急避難場所っていうことがありますけど

も、先日、羽衣会館で湯梨浜町の避難訓練がありました。そのときに長江あるいは門田の

住民の方が列を組んで避難、羽衣会館のほうに向かっておられました。それもヘルメット

もかぶってきちんとした格好で、あるいは子どもとか移動に難のある方については、前で

言うとリアカーっていうんですけども、そこに子どもなんかを乗せて行かれる、そういっ

た避難訓練をやっておられました。私はこれはほんとに素晴らしいなと思いました。そう

いうことを考えたときに、この羽合地区でもやっておられるところとやってないところが

あると思いますけども、やっぱり避難訓練っていうのは徹底的にやるっていうことが必要

だと思います。その辺を議会としてもそういった要望あるいは意見等がございましたら協

力できることがあったら一生懸命我々も動いていきたいと思っております。この指定避難

所っていうのは書いてありますけども、洪水（計画）、洪水（天神）、それから東郷と。

わかりにくですよね、これ。天神川水系、要するに天神川の壁が崩壊したときにどうなの

かと。東郷池が氾濫あるいは東郷川水系が氾濫した時にはどうなるかと、そういうことの

区別が書いてあるんであって、その辺を住民の人にわかりやすいように話すべきだと思う

し、この間羽衣会館のところであったですけども、天神川水系にしても上流のほうが崩壊

した場合は２、３時間で湯梨浜のこのあたりに影響してくるだろうと。ただ、下のほう下

流のほうが崩壊したら、１時間以内に確実にこっちのほうに影響してくるだろうと。そう

いうこともきっちりと住民は知っとくべきだと思うし、それなりに頑張っておられる自主

防災組織もかなり作っておられるようですけども、そういったところにもきっちりと連絡

あるいは情報公開しながら取り組む必要があるんじゃないかなと私は今感じております。

そういったことも含めて、これからも一生懸命議会としても住民の皆様の意見を聞いてこ

の防災に関しては取り組んでいきたいと思っておりますので、お互いに協力し合ってやっ

ていけれればと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○寺地議会運営委員会委員長 どうもありがとうございました。それでは次に、教育民

生常任委員長、お願いをいたします。 

○浜中教育民生常任委員会委員長 教育民生常任委員会から報告をさせていただきます。 

 初めに、新中学校、給食センター建設事業ですけど、最初に議長のほうからもありまし

た。校舎棟、屋内運動場、プール棟、また学校給食センターについては完成をしたところ
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です。あと残りグラウンドの整備、テニスコートの整備、外構工事等が残っておるところ

です。このページの右側の下のところに今後の予定と書いてあるところですけど、平成３

１年１月には給食センターを試験稼働して、これまで羽合給食センター、東郷給食センタ

ーとあったわけですけど、一つの給食センターで小学校、中学校に給食を提供していく予

定としとります。また３月になりますと、新中学校の学校公開、また北溟、東郷中学校の

閉校式、それを経て移転作業、また４月に竣工式、開校式を行う予定となっております。

これまで準備委員会で決まったことですけど、中学校の校訓、教育目標、めざす生徒像、

また校歌が決まっております。新中学校については、以上です。 

 続いて、ゆりはまヘルシーくらぶについて説明したいと思いますが、これは健康に関心

を持っていただいて、健康で生活できる期間、健康寿命と言われますけど、その延伸を図

っていこう、こういう取り組みであります。きょう器械のほう持ってきておりますけど、

活動量計と言います。首に下げて歩いたりすると歩数並びに総エネルギー量等が分かりま

す。データがこの中に蓄積されます。この中で拠点というのを町内に４か所設けておりま

す。ハワイアロハホール、カフェイッポ、総合センターどれみ、泊のほうでは海の駅元気

海に設ける予定にしとります。そこに行きますと、このデータをタニタのホームページの

ほうに送ることができます。そうしますとそのデータで自分のカルテのようなのがグラフ

化されて管理していただけます。いろいろと詳しいところはまだ行っていませんので、僕

のほうもわかりませんけど、そういう仕組みだそうです。その他いろいろこの説明書には

書いてありますけど、皆さんに健康寿命を伸ばしてもらうというのが、大きな目的の一つ

であります。募集期間が１２月１８日となっとります。先着順ですので、ぜひ皆さんに会

員になってもらって健康寿命を伸ばしていただければなと思います。持った感じ、大変軽

いものです。ヘルシーくらぶについては、以上です。 

 続いて、総合相談センターどれみということで説明をしますけど、このたび、どれみの

ほうできまして１２月の予定表が書かれとります。ここでは移住に関する相談、また健康

相談、その他会議室等が利用できます。また、ここの健康相談の中ではカレンダーのほう

に看護師と書いてあります。看護師さんが常駐されて、いろいろ血圧だとか先ほど言いま

した体組計なんかがありまして管理ができるということです。看護師さんがおられるので、

近所の人はよく行かれとりますし、ちょっと遠くからでもそこに行かれとる人を見かけま

す。この１２月にはいろいろ講座等も開かれておりますので、東郷地域でない方も行って

利用することができますので、もし近くに行ったら寄ってみていただければなと思います。
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よろしくお願いします。 

それと併設されて、ゆるりん館というものが１１月５日に開設されました。ここは、

前のＡコープですね、その跡地を利用してちょっとした買い物ができるスペース、またゆ

るりん食堂と書いてありますけど食堂、大山鶏丼がおいしいそうですけどいろいろありま

す。また、広場では卓球等もできるスペースもありますし会議室でも使えるスペースとな

っとります。ここも先ほど言ったように、東郷地域、駅前の近くでなくてもどこからでも

行って利用することができますので、ぜひ食堂等利用していただければなと思います。よ

ろしくお願いします。説明については以上です。 

○寺地議会運営委員会委員長 どうもありがとうございました。それでは、続きまして

議会広報常任委員長、お願いいたします。 

○米田議会広報常任委員会委員長 議会広報常任委員会の活動状況について簡単にです

けど報告させていただきます。 

 委員は、議長以外１１名が委員になっとります。動画編集担当が１名おりまして、あと

１０名が２班に分かれて活動しております。年に４回定例会に合わせて議会だよりを発行

しておりますが、ほかに県の町村議会の研修、また全国研修でよりよい議会だよりができ

るように勉強しております。今年は、広報コンクールで毎年優秀賞を取っている町に行き

まして研修してきました。昨年のこの会で出ました、定例会、常任委員会以外の活動がな

かなか見えてこないというような意見をいただきまして、その後少しでもその声に応える

ように専決処分のこと、また契約解除等不祥事に対する経過等の対応を特集のような形で

載せました。 

編集理念であります、読んでみたくなる紙面を目指して、今後もがんばってまいりま

すのでよろしくお願いいたします。以上です。 

○寺地議会運営委員会委員長 ただいまの各常任委員会委員長の報告につきまして質問

等がございましたら若干お受けをしたいと思います。質問のある方は挙手の上、お名前を

いただければと思います。ございませんでしょうか。今のところないようですので、また

これからも皆さん方意見交換を行ってまいりますので、そのときにでも気が付かれた点が

ございましたら手を挙げていただければと思います。 

 これから意見交換をいたしますけども、我々議会は言うなれば執行権がございませんの

で、行政との兼ね合いという点も出てこようかと思います。即答できないこともあるかと

思いますが、後日執行部あるいはまた委員会等で協議をいたしまして、審議をいたしまし
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て議会広報という広報紙を持っとるもんですからそちらの方で、今までと同じように報告

そしてお伝えをしていくという格好にしていきたいと考えておりますので、よろしくお願

いを申し上げます。 

 それでは次の議題に入りたいと思いますが、地方創生に向けてということで副題として

４つほど上げております。意見交換ができればと思いますが、進行につきましては河田副

議長のほうが担当することになっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○河田副議長 そうしますと、ただいまから進行のほうをバトンタッチいたしまして、

この意見交換会、湯梨浜創生に向けてということで皆さんと意見交換を行いたいと思いま

す。なお、答弁につきましては議長を中心にお答えをさせていただきますので、御了承を

お願いいたします。 

 そうしますと、１番から４番まで副題としてつけております。 

特に１番につきましては資料はお手元にはつけておりませんが、冒頭の議長の御挨拶

にもありましたように、１０月末には行政の立ち上げられました学校跡地施設利用検討委

員会というのが今年５回開かれまして、その報告書を取りまとめられました。１１月中に

町長のほうへ報告されまして、議会のほうへはまだ改めて報告というのはございませんが、

この１２月初旬、近々には報告があるように伺っております。またその報告を受けまして、

議会のほうでも跡地利用の検討委員会というのを立ち上げておりまして、ここにおります

上野議員が委員長でございまして委員長を中心に議会のほうでも今後議論を進めていこう

という段階でございます。 

 特に北溟中学校は利用価値の高い跡地だと思いますし、皆様のほうで何か御意見等がご

ざいましたら持ち帰りまして議会のほうでも十分参考にさせていただいて検討を進めてま

いりたいと思いますので、何でもよろしゅうございます、御意見がございましたら賜りた

いを思いますのでよろしくお願いいたします。また補足のほう議長のほうからよろしくお

願いいたします。 

○入江議長 今、話がありましたように跡地問題についてはホームページ等でも委員会

の報告等はアップしておりますけども、やっと報告書が上がってきましたのでこれをもと

に１２月定例会が１０日から始まります。その中で報告をまず受けて、それを受けた後に

先ほどありましたように議会の跡地利用の特別委員会のほうで、これの議論も参考にしな

がら議会としての考え方を検討していきたいなと考えているところです。特に今ありまし

たように、北溟中学校の場合と東郷中学校、やっぱり利用の目的って言いますか、地域的
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なことであったりだとか環境っていうのも全然違いますので、その辺はそれぞれ十分にど

ちらの跡地についてもしっかりと議論した上で、利用が高まるようなそういうものにして

いかなくちゃいけないなと思ってます。 

一つは北溟中学校におきましては、皆様御承知のように元々が学校組合立の学校であ

りました。泊村、羽合町、北条町の２町１村の学校組合立の学校でありましたので、現在

当時組織しとりました北条町、今北栄町になりましたけども、北条町は何年か前に、１０

数年前ですかね、分かれてしまって別の学校になりました。しかし、現在においても北条

町分の持ち分といいますか権利はまだ残っておりますので、これについての我々が跡地地

用するにしても北条町、北栄町さんのところの同意といいますか、それが金額的なものな

のかいろんなことをこれから詰めて行かなければいけませんけども、その辺がクリアされ

てこないと次の段階に北溟については移れないんじゃないかなと思っているところであり

ますので、それも並行して早急にやっていかなければいけないなと思っているところであ

ります。 

議会等でも見られていろんな議論が少しずつ町長のほうからも話があったりしている

状況です。特に北溟中学校につきましては、どうなるかわかりませんけども一つ案として

は、近くにありますたじりこども園が古くなっているということもあって、たじりこども

園の移設の話も出ているところでありますし、それからあれだけまとまった広いグラウン

ドを持っておりますので１７９号とのアクセス、それからあの周辺を農振を外していろん

な経済的な活動に生かしていくような用地として、それは工場用地かもわかりませんし、

いろんな検討が北溟中についてはあるんじゃないかなと思ってます。 

東郷中学校においては、今後の活用についてはやはり今まで近くに湯梨浜学園等もあ

りまして手狭という話も聞いたところでもありますので、その辺の活用のこともあるのか

もわかりませんし、どちらになりましてもこれからその辺の検討委員会の報告書をもとに

しながら我々も検討していきたいと思います。そういうことも踏まえて皆さんがこういう

ような考え方があってもいいんじゃないかなというようなことがありましたら、ぜひとも

きょう聞かせていただいて持ち帰ってまた検討の材料にしたいと思ってますので、どしど

し御意見があればいただいて帰りたいなと思います。よろしくお願いします。 

○河田副議長 いかがでしょうか。何でも結構でございますので。特にございませんで

しょうか。ございますか。はい、どうぞ。 

○住民 以前申し上げましたけども、高浜遺跡の復元古墳について、これ私一人だけの
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意見だと思ってたら、どうもそうではないらしいみたいです。もう一度議会と町当局と話

し合われて、なんとかあそこならんかと。 

２点申し上げたいと思います。１点、とりあえず看板をもうちょっと大きくするとか、

ベンチを一つ作るとか、これぐらいはそんな大きな予算立てるとか大きな年度計画立てん

でもできるんじゃないかと思います。 

もう１点、青谷の上寺地と淀江のなんとか遺跡に負けてしまったですけども、あそこ

に勝ったとかあそこに負けたではなくて、これ湯梨浜町の古墳、古代史、高浜、馬の山、

北山、私ちょっと東郷のことは知らんですけども、そういうことも併せて検討を願えない

でしょうかということであります。 

それともう１点、これは全然話は別ですが、今、性の多様性のことについて盛んに言

われとります。それと同時に個性の多様性が出てきとります。それはもちろん当人の問題

ですけどもこれが表面化したとき、町当局あるいは議会は「それは個人のことだ、うちら

関係ない、さようなら」で終わるのか、問題が発生したら相談に乗ってもらえるのかその

辺を多分検討はされとると思うですけども、さらに検討をしてほしいと思います。以上で

す。 

○入江議長 ありがとうございました。まず、高浜遺跡の件です。以前にも一度お聞き

したと思いますが、言われるようにこの地域はちょうどバイパスの部分から言いますと、

高浜遺跡の近くの小山をどういうふうになるのか最終的にわかりませんけども、影響が多

少あるんじゃないかなと思います。道が通ることによってそこの整備が、今言われるよう

に看板等で目印あってそこの公園化であったりだとか、そういうことが進んでいけばもっ

と今まで以上に日の目を見る可能性はあるとは思いますので、そのことは教育委員会等と

も今の御意見持ち帰って検討はしてみたいと思ってます。 

上淀廃寺であったりだとか青谷遺跡等の話もされました。確かにそれに劣らないほん

とに大事な高浜古墳、国宝も出ているところでありますのでその辺のことも十分に考えな

がら進めていきたいと思いますし、御存じのように歴史資料館があるんですけどもこれの

利活用についてももう少し考えるべきじゃないかなとそういう話も出ております。それは

何かっていうと、普段閉館のままであります。ほんとに見たいなって来られた方が鍵をや

っと開けて見せるような状況だということもありますので、今後その辺との連動した中で

の考え方っていうのももう一度再構築する必要があるんじゃないかなと思ってますので、

今の意見、先ほどの件も含めてまた持ち帰って検討はしたいと思ってます。 
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それから２点目の性の多様性について、ジェンダーの件だと思いますけども、議会で

それについて議論したことは多分ないんだろうなと思います。ただやはり世の中が多様化

しとりますので、こういうこともいろんな部分で議会活動の中でも影響っていいますか、

そういうことも出てくるんじゃないかなと思ってますので、この辺については議会として

も少し勉強もしてみたいなと思ってます。よろしくお願いいたします。 

○河田副議長 よろしゅうございますか。ありがとうございました。 

跡地問題についての御意見等がございましたら伺いたいと思いますが。 

○住民 跡地なんですけど北溟中学校の跡地が、さっきたじりのこども園の移設とかも

言われてたんですけど、私は子育て世代なんですけど希望として、意見の一つとして言わ

せていただきたいんですけど、できたら子どもたちが室内で遊べる施設っていうのが中部

地区にあまりないので雪が降ったり雨が降ったりしたときにでも遊べる施設、公的でも私

的でもいいのでそういう場所があったらすごく助かるなと思うので、一部でもいいですし

全部は広すぎると思うんですが、今フリークライミングだったりとかそういう室内の施設

だったりとか、羽合地区すごい子どもがたくさんいるのでそういう施設があったらいいな

と思います。 

○入江議長 ありがとうございました。貴重な意見ありがとうございました。一応こど

も園としての整備をするのか、今の話からすると町全体のこども園を併設したようなもの

か、そんなことなのかなと思いますけども、今後のこれをどうするかたじりこども園を含

めて、それからまた北溟中の跡地をどういうふうに考えていくかっていうことで、一つの

検討材料にはさせていただこうと思います。ありがとうございました。 

○河田副議長 ありがとうございました。お隣の方、よろしゅうございますか。 

○住民 関連して。この検討委員会というのはどんな形でやられたかっていうのはわか

られてますか。できれば、本当だったら北溟中は北溟中の跡地としてとか、東郷中は東郷

中のそれぞれ立地条件だったり環境のあれがあると思うんですが、まとめてされたのか、

別々に検討されたのかっていうこともいろいろ問題があろうかと思うんですけども、その

辺確かめさせていただければと思います。 

○入江議長 ありがとうございました。それぞれの委員さんが現場にも出向かれました、

それぞれ。それによってそれぞれの状況を見られた中での検討がなされていると思います。

最終的にこうあるべきだというところの意見までではないと思ってますがそれに近い部分、

こうあればいいなみたいなところは柔らかい表現だと思いますがそういうまとめ方をされ
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ているんじゃないかなと思ってます。最終的には住民の皆さんの御意見もいただき我々と

町、最終的には町長が判断してこういうふうにしたいということを提案されるんだろうと

思いますけども、それまでにいろんな御意見もいただきながら我々も意見を集約しながら

いいものをいろんな利用価値のあるものに仕上げていきたいなと思っているところです。

今言われることはホームページに出ています。 

○住民 ごめんなさい。私あんまり機械に…。 

○入江議長 そうですか、ごめんなさい。何らかの形で報告をできるように。やっと出

てきたところですので。やりたいと思います。よろしくお願いします。 

○住民 どれくらいの人数の委員さんでやられてかっていうのも、ごめんなさい教えて

いただければ。 

○入江議長 委員さん２０名です。 

○住民 地域的にはわかりますか。 

○入江議長 地域的にはですね、ちょっと待ってくださいよ。委員長さんが山田修平先

生。副委員長に山田一男さん、福祉協議会の会長さん。あと委員さんにそれぞれ産業振興

であったりだとか、企業誘致であったり商工会の代表であったり旅館組合の代表であった

り文化団体、体育協会の代表であったり、女性団体の代表、それからボランティア団体。

それからまた、北溟中学校、それから東郷中学校、それぞれのＰＴＡ会長。それからまち

づくり会社の代表、それからきょうおられます方も委員さんですね。それからあとは地区

のほうからそれぞれ隣接する代表っていうことで、田後の区長さん、長瀬西部の区長さん

であったり、東郷のほうで言いますと久見の区長さんであったり田畑の区長さんというよ

うなことで、そういうところがメンバーです。公募による委員さんが１名だけ入っておら

れまして２０名で構成されて委員会をやられたということであります。 

○住民 いろんなところで出てらっしゃるんだけど、なかなか住民の意見がうまいぐあ

いにそれが上がってきてるところがあるのかな。 

○入江議長 ちょっとこれはそういう考え方ではないと思います。これから我々がそれ

を受けて我々が皆さんのほうから、きょうみたいな会をこれからも開きながら意見もいた

だきながら議会としての考え方を構築していくっていう考え方だと思ってますので、ここ

はここでそういうそれぞれの委員さんが考えられた取りまとめ方っていう捉え方をしてい

ただければなと思います。 

○住民 わかりました。去年こういう会のときに、こうやって眺めてみてやっぱり女性
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は２人なんですね。この前は私一人でした。なのでやっぱりこの時間は女性が出にくくっ

てほんとに子育て世代の意見を聞こうと思ったら、どっかで議会さんであったり私たちも

そうなのかもしれませんけれども、努力がお互いに必要なのかなって思ってるところがあ

るので、大変でしょうけどやっぱり細かいところも吸い上げてほしいなっていうのは皆さ

ん地域の代表さんなので、地域の方にちょっとこんな話が聞きたいだけどって言って集め

ることってできないのかなって私はいつも思ってるんですけれども、こうやって大勢の中

で話をするって結構皆さん勇気がいると思うんですよ。言いたくても言えない方ってたく

さんあると思うんです。その方たちの思いをどうやって吸い上げるかっていうのはやっぱ

り議員さんは考えてほしいなって思ってます。以上です。 

○入江議長 ありがとうございました。女性の出やすい時間の設定っていうのはどのあ

たりの時間帯なんでしょうか、反対にお聞きしたいんですけども。昼間なんでしょうか。

昼間はお仕事もありますよね。 

○住民 はい。いつがいいって言われると。私は皆さんとお話がしたいと思って意識を

してくるので、意識のない方の思いを聞くって大変だと思うんですけれども、ＰＴＡさん

に投げかけてみるとか、女性団体さんに投げかけてみるとかっていう方法はあろうかと思

うので、その辺を検討していただきたい。 

○入江議長 わかりました。言われんとすることは、いろんな組織の中で例えば地域ご

とにどっかの地域に我々が出かけて行って意見を聞く会をするとか、現地まで行って。例

えば新川に行って新川の皆さんどういうふうに考えておられますかっていうような話を聞

く機会を持つとかっていうことだと思ってます。 

それから意見のあれはいろんなきょうも冒頭お話をさせてもらいましたけども、意見

のペーパーでもいろんな形で出していけれる住民の声っていうのは常に意見箱もあります

ので、それはできるんじゃないかなと思うんですが。それと我々ももっと現場主義で地元

に出て行って、これについてどう思っとんなるというような声を聞いていく努力もするっ

ていうことも大事かなって思ってますので、よろしくお願いいたします。 

○河田副議長 ありがとうございました。貴重な御意見です。そのほかございませんで

しょうか。ございませんようでしたら、お時間も経過しておりますので次の題のほうへと

進めさせていただきます。 

そうしますと、２番目の国道１７９号バイパスについてということで、こちらのほう

お手元に資料をつけさていただいております。現在の国道１７９号線、田後の西側の交差
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点からちょうど湯梨浜町役場の前の交差点までが非常に混雑、または事故が多い区間とい

うことになっております。以前には死亡事故も発生したりというようなことで非常に渋滞

と事故の多い区間ということで、現在冒頭議長のほうからの挨拶にもありましたがこの赤

い線で示されたところにバイパスを付けまして、そういった渋滞の緩和、事故の減少とい

うことで現在話が進められておるところです。聞くところによりますと、来年度には予算

要求をされて予算が通れば工事のほうに入られるような話も伺っておりますが、まだはっ

きりした情報ではございません。また話しがはっきりしますと地元の方のほうにも住民説

明会等開かれると思いますが、特にこの羽合地域の皆様にとっては重要な道路となるかと

思います。これにつきまして皆様の御意見ございましたら、何でも結構ですのでよろしく

お願いたします。議長何か補足ございましたらお願いいたします。 

○入江議長 １７９バイパスですが、今ありましたけどもこれは皆さん御承知のように

県立美術館との兼ね合いも結構深いなと思ってます。特に倉吉市さん、三朝町さんなんか

は大変要望が強かった案件であります。やはり観光の部分でどの道路を通って倉吉に行く

のが一番わかりやすいのかっていう部分が以前からずっと議論されてきました。そういう

ことからもやはりそこのインターチェンジから下りてまっすぐ行けば倉吉の美術館であっ

たり赤瓦の辺の地域であったり、三朝温泉のほうに行ったりだとかそういうことができる

ようにしてもらいたいなっていう要望はふるさと広域連合の中の議会なんかでも論じられ

ているところでありまして、その辺についても一緒になって取り組めれたらなと思ってま

す。今副議長のほうが言いましたけども、まだ来年ぐらいからやっと調査といいますか設

計のほうだろうと思ってますので、あと用買のぐあいだとかいろんなことでルートが多少

変わってきたりだとか、そういうことはあろうかと思いますが、今言われてるのは８年後

ぐらいかなって言われてます。進めぐあいはいろんな予算の付き方とかであろうかと思い

ますが、県立美術館ができるのと相まって整備がなされないと、ファーストアクション的

にはあんまりよくないんじゃないかなと思います。何とかそれに間に合うように県なり国

も含めて、我々も協力できることはどんどん協力していってということで早い時期に完成

がなされるように我々も努力をしていきたいなって思ってますし、これにつきましても先

ほどありましたように地域に出かけて行ってこれは県がやったり町がやったりすることで

あるかもわかりませんけども、我々議会としても皆さんの意見を聞くっていうことは大事

なことだと思いますので、そういうことを努力はしていきたいなと思ってますので、よろ

しくお願いいたします。 
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○住民 今の議長さんのお話でしたら、県立美術館、赤瓦、三朝温泉、三徳山。完全に

湯梨浜がバイパスになってしまって、パーッと通り過ぎてしまうっていうことのないこと

も考えていただきたい。泊、羽合、東郷にでも下りれるっていうかつながるというか、完

全なバイパスになってしまったら全部行っちゃうです。通り過ぎちゃうですということで

す。今からでも言えることがあれば、そのようなことも言いながらお願いしたいと思いま

す。以上です。 

○入江議長 ありがとうございました。今言われたことは懸念されるところでして、そ

ういう意見確かに出とります。それで観光協会であったり温泉組合であったり、こちらの

ほうもそれによって先ほども言われましたように、看板であったりだとかそういうものの

整備を十分にしてもらって誘導ができるような体制づくりの整備もあわせてしてもらいた

いということの要望は聞いとりますので、その辺はやはり町とも連携しながらぜひともそ

ういう懸念がないようにしていきたいなと思ってます。 

○河田副議長 貴重な御意見ありがとうございました。そのほかございませんでしょう

か。 

○住民 新川なのでずっとここを毎日通るんですけど、ほんとに１７９がどこに出てく

るのかなという懸念。ほんとにバイパスだけでも大変なのにそんなに遠く離れたところで

ないところに１７９が出てくるんではないか、バイパスに直結はできんでしょう。なので、

ちょっとずれてすればほんとにバイパスと近いところに出てくるんではないかなと思って

るんですけれども、上が通ったらまた状況が変わってくるかもしれませんけれども、信号

があって信号があってっていうような状況にならへんのかな。ここを利用してほしいと思

うだったら、やっぱりこっちに流れてくる車をいかに多くするかっていうことも考えてい

かないけんと思うんだけど、あんまり近ければ新川道路って言ったら変な言い方ですけど、

私たちが通る道に接続するのにどんなふうになるんだろうとちょっと不安を感じていると

ころもありますし、まだ移行の措置だろうけどもとってもあそこ上り下りが混雑してます

よね。朝夕なんてバイパス下りる直前までずっと並んでますからね。かなり交通量が多い

んだろうなと思ってるんですけど、ほんとにあれがうまくはけるんだろうかなという心配

も実はしてるんですね。ここ子どもたちも通りますし、通学路として利用しますので、や

っぱりそこらあたりがとっても気になるところなんですけれども。どうって言えれません

けども、どんなふうになるのかなっていうのは一番心配ごとではないかなと思うので、も

しわかればきめ細かな説明を対象地域にしてほしいなと思っております。 
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○入江議長 はい、わかりました。これを見られてだいたい予想されたらと思いますけ

ども、私もはっきりしたことは申し上げられませんけども、多分この沿線から見ると先ほ

ど議論がありました高浜のところをどちらか側を通りながら、それはトンネルを掘って抜

いていくのかどういうことになっていくのかちょっとわかりませんけども、工法とかそう

いうところは。その手前のハワイライスセンターのちょっと南側って言いますか、その辺

ぐらいに出てくるようなこの図から言うとですね、そういうことだろうと思ってます。今

のところはですね。これについては、車線の拡幅の問題であったりとか信号のどういうふ

うにしていくのかとかその辺については県のほうが、信号の関係とかは公安委員会のほう

ですのでその辺ときちんと議論をされた中で整備をされていくものだと考えております。

その辺についても地元説明会等も順次やられると思いますので、その辺については我々も

また聞いてみますけども、もしそういうことがあれば直接行かれて聞いてみられるという

のもいいんじゃないかなと思いますので、よろしくお願いいたします。ぜひとも参加をし

てみてください。 

○河田副議長 よろしゅうございますか。そのほかどうでしょうか。ございませんでし

ょうか。それでは、お時間経過しておりますので、次のお題へ進めさせていただきたいと

思います。 

３番目の生涯活躍のまちということで、資料の２枚目をご覧になっていただきますと

縦Ａ３の資料となっております。レークサイドヴィレッジゆりはまというかっこいい名前

が付けてございますが、旧ミドーレークホテルの跡地を利用しまして開発事業の計画が進

められているところでございます。総面積が４ヘクタール、４町歩という大変広い面積を

計画してございまして、この土地を５つのエリアに分けて商業施設エリア、町営住宅エリ

ア、一般分譲住宅エリア、サービス付き高齢者住宅エリア、福祉施設エリアということで、

開発がすすめられます。この開発につきましては、町の行政が直接係わりますのは町営住

宅エリアのところでございまして、福祉施設エリアにつきましては福祉法人が係わって進

められていきます。その他の部分につきましては、民間の企業のほうが工事、分譲等を進

められる予定となっております。東伯郡内の建設業者で構成する新会社「レークサイドゆ

りはま開発株式会社」というのを設立されまして、この新会社が主体となり整備を進めて

いかれる計画のようです。本年度内に着工されまして、来年の秋には造成を終わられるよ

うな予定ということでホームページのほうにも載っておりました。このことにつきまして、

皆様のほうで何か御意見、提言ございましたら何でも結構でございますので。あと議長何
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か補足は特にはないですか。 

○住民 エリアは決まりましたね。５つあるエリアでもう決まってますね。 

○河田副議長 そうですね。 

○住民 遊戯とかレクリエーションとか、そういうふうな場所を作るとかはないんです

ね。 

○入江議長 そういう計画はないようですね。 

○住民 わかりました。 

○河田副議長 当初、サービス付き高齢者住宅エリア４０戸程度を計画をしておりまし

たがなかなか運営が難しいということで、現在は１０戸程度で計画のほうが進められてお

るようです。 

○入江議長 この開発につきましては、先月我々も岩手県の雫石、それから紫波町含め

て先進地に視察に行ってまいりました。今回の議会の中でも一般質問のほうでやられる方

もありますし、それからいろんな報告の中で特に雫石はサービス付き高齢者住宅等の開発

について、町営住宅のあり方については私どもの湯梨浜と同じような形態をとっとりまし

て、元々やっとった計画から一緒にやろうというパートナーを変更してそれによってやっ

と前に動き出したということもありまして、我々もその手法と類似したものがあってここ

まで進んできたということがありますのでそれについては一段と我々も精査しながら、特

に先ほど冒頭に副議長から話がありました町営住宅の兼ね合いについては町のほうが整備

をしますので、これについてのあり方については十分に議論をして町営住宅をいいものに

していきたいなと思ってます。特に町営住宅ですけど、東郷エリアの湖周にあります上町

であったりとか桜小学校の下の辺にある住宅等も大変古うございます。古いのは３７、８

年ぐらいの住宅、それを直し直し来ているということもありますので、その辺の整備等の

兼ね合い、それからまた羽合でありますと雇用促進住宅を買い上げましたはわい長瀬団地

の今後のあり方だとか、その辺のことも含めて総合的に我々も考えていかなければいけな

いなと考えておりますので、また御意見、こういうふうにしたらいいんじゃないかなって

いうような御意見もありましたらいただいて帰りたいなと思ってます。 

○河田副議長 どうでしょうか。何でも結構でございますが、御意見ございませんでし

ょうか。 

○住民 事業計画の図の中に、説明があったかもしれませんが聞き落としたのかもしれ

ませんが、サ高住エリアって書いてあるのはどういう意味なのか教えていただけませんか。 
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○河田副議長 これは略して書いてございまして、サービス付き高齢者住宅の略した書

き方になってございまして、私のほうが口ではサービス付き高齢者住宅エリアとは説明さ

せていただいたんですが、略して書いてございます。 

○入江議長 羽合エリアだったら例えば田後にある「シニアコートゆりはま」がサービ

ス付き高齢者住宅。東郷エリアで言いますと野花にあります。 

○住民 ありがとうございます。 

○河田副議長 よろしいですか。では御意見もございませんようですので、最後のお題

のほうへ進めさせていただいてもよろしゅうございますでしょうか。 

４番目の災害関連ということで、こちらも資料のほうは皆様のお手元にはお付けして

おりませんが、このたびの台風２５号でしたか２４号でしたか、非常に湯梨浜町内にも大

変大きな被害が出ております。町道それから農道、あとは農地ですね、土砂崩れ、がけ崩

れ等が百何十カ所発生をしておるようでして、現在国の査定を受けまして査定が出次第工

事にかかられるような予定で各地測量等々進められているところでございます。また、東

郷池周辺におきましても松崎地域ですとか、こちら浅津地域のほうが増水をしたというよ

うなことも伺っております。皆様のほうで何かお気づきの点、議会等に対してお願いして

おきたいということございましたら何でも結構でございます。持ち帰って行政に伝えるな

り、議会のほうで検討を進めてまいりたいと思いますので。 

特に東郷地域、泊地域エリアのほうがそういった農地だとか農道ですとかっていうと

ころの被害が多かったということでございます。特に御意見ございませんようでしたら、

地方創生に向けてということで４つの項目終了させていただきます。 

どうも貴重な御意見ありがとうございました。これから後は寺地委員長のほうへ司会

をバトンタッチをさせていただきます。どうもありがとうございました。 

○寺地議会運営委員会委員長 いろいろと御意見を賜りました。しっかりと委員会等ま

た執行部とも協議をいたしましてお返しをしていきたいと思います。 

では、最後となりますけども議会や行政に対する御意見、御提言等がございましたら

お伺いをいたしたいと思います。 

○入江議長 これが始まる前に以前から意見をいただいておりまして、それについての

回答をさせていただこうと思ってます。 

内容は議会だよりの、９月に行いました定例会の決算審査特別委員会の報告の件であ

ります。どういうことかと言いますと、公民館の運営に関しての質問についてのことであ
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ります。議会だよりの中では、審査報告の抜粋の中では公民館運営っていうくくりの中で、

「新しい公民館体制で進めているが運営が以前より後退しているという意見があると。公

民館活動は住民が参加することが大事なことであり、全体をまとめていくのが地域活性化

推進員、公民館運営委員の役目である。委員の皆さんに公民館組織の役割、委員の役目な

どの理解や認識をしてもらうことがまだ不十分ではないか」ということを抜粋の中では審

査報告をしとります。それとは別に委員会の中での一つの項目の中で、「公民館運営が後

退しているという声を聞く。中心となる活性化推進員や運営委員の役割の理解が不十分で

はないか」という問いで、答えのほうが「運営委員の役割は区長会などで説明していく。

役割や機能が果たせる取組みをしている」ということでありまして、この中で何カ所かの

地域の活性化推進員さん等からお話をいただきました。これは何かというと、我々は自信

を持って活動をがんばっているのに、これは誰が言われたのか知らないけども一方的に、

推進員も運営委員もがんばっとらんというような書きぶりではないかというような御意見

をいただきました。それを受けて委員会での当事者も含めて聞取りをしましたところ、結

局聞きますと前段では一部でというようなことの中で、全体を総称しては言ってないので

す。ただ一部でということで、この表記の中でその辺のことが欠落しているということで、

全体を捉えたような言い回しになっているということは我々もちょっと良くなかったかな

と思ってます。その辺についてはどういうようなことでそれを報告っていいますか、お詫

びというかするのがいいのかわかりませんけど、その辺のことはやらなければいけないと

思ってまして、これは協議をさせていただいて方法についてはですね、またフィードバッ

クをさせていただこうと思ってます。 

○住民 今お話しがありましたけど、私は平成２６年、２７年２カ年活性化推進員をや

らせてもらいました、区長兼務で。この活性化推進員とか公民館運営委員という、それか

ら審議会というのは２６年に初めて出来上がったものです。以前は地区公民館、今は自治

公民館、法律が変わってます。羽合の自治公民館、地区公民館の館長さんやら区長さんや

ら皆さんも反対された方もいらっしゃったと思うんですね。東郷、泊、羽合の公民館活動

のしくみが全部違ってましたよね。それを一本化にされたと思うんです。だから後退とい

うよりも動きが鈍いんじゃないのかと、こういうふうにすればもっとよくなるはずなんだ

けども皆さんがんばられませんかというような話の文面をどっかに書けばいいだよ、あな

たたちは。私のとこの区の自治公民館活動、どうなっているかって誰一人議員さん方おい

でになってませんね。私のとこ湯梨浜町で単独でいうと一番大きい世帯数です。１１月末
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で３９５世帯。人口１２０３人です。小学校１年生から６年生までは１０３人います。中

学生は６０人います。幼稚園の生徒も６０人いますね。高齢者は５２名います。そういう

地区です。それでいろんな事業やってます、補助金も含めて。活性化推進員もそれ以上に

がんばってます。あなたたちはがんばっているところについては一つも言わないわな。も

っともっと伸ばしてやろう、助成金つけてやろうとそういうようなことを言ってくださっ

た議員さんは私は２６年から新しく東田後を設立した張本人ですけども、聞いたこともな

いしおいでになってない。何でですか。さっき議長が言われました。議員さんが区のほう

に何かあったとき声をかけてくだされば行きますよと、声をかける前にあなたのほうが先

を読むんだよな。出かけるけど皆さん集まる日はないかいなと、そういうものではないの

かな。おもてなしなんて言葉、そういうことと関連があるんではないのか。何のための議

員さんだと思う。住民のためにがんばるわけでしょ。自分のためにがんばってるわけじゃ

ないでしょ。そこんとこをどうもはき違えてるんじゃないかと思う。もう少し激励する言

葉も付け加えることを考えなきゃならん。人を動かすには心で動かすか金で動かすかどっ

ちかだわな。だったら金が出せんだったら心で動かさんといけんでしょ。何であえてそう

いうことしないのかなと、私より皆さん年上の方が何人かいらっしゃいますが、もう少し

住民のこと考えんと。 

○入江議長 ありがとうございました。貴重な意見ありがとうございました。今の御意

見をまた真摯に受け止めながら活動に生かせていけたらなと思います。先ほども言いまし

たように、これについてのフィードバックについてはまた検討してさせていただこうと思

ってますので、よろしくお願いします。 

○住民 もう一言だけ。違った話しします。北溟の跡地の話ありました。以前私は町長

さん含めて東田後の子どもが外で遊べるような近いところの施設はないでしょうかと、な

ければ作ってもらえませんかという話をしたことがあります。そしたら町の管理の建物が

ありました。印刷会社さんの裏にありますね。新しく今度は湯梨浜中学校ができて向こう

に行かれれば、部活では多分使わないから空き家になるだろうという話も出てました。何

かの機会に議会としてもそういうような方向で、あそこを近くの子どもが自由に遊べるよ

うな施設にしていただければと、応援してもらえばありがたいなと思ってます。多分今、

北溟中学校の部活動をされてるだろうと思います。バスケットとか卓球をやってましたか

ね。 

○入江議長 ありがとうございました。それも検討の一つにしていきたいと思います。
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○寺地議会運営委員会委員長 どうもありがとうございました。いろいろと御意見を伺

いました。先ほど議長が申し上げましたように、また委員会等でいろいろと検討いたしま

して何らかの形でお返しするという格好になろうと思います。 

基本的には多分決算審査の中の意見に対して、どういう意見があってどういう答弁を

したということで載せたと思うんですが、そこにちょっと配慮の足らない言葉があったと

いうことではないかと思いますんで、そこのところまた検討させていただいてお返しする

という格好にできればと思います 

そのほかございませんでしょうか。 

○住民 ２点、質問や意見をさせていただきたいと思います。 

議会の広報についてですが、選挙権が１８歳以上になったということがあるんですが、

高校生を視野に入れた広報紙っていうのはどうなんだろうかっていう、そういうところが

視野に入っているのかどうかっていうのが１点です。今、高校生については、ほんとに高

校生の育成は町の中でもなかなか難しいんですけど、今、教育委員会あるいは青少年育成

町民会議等が中高校生を育てていく取り組みを始められてますので、町を担う子どもたち、

高校生をどう育てていくかっていうところを、この辺りもバックアップいただけたらなと

思うのと、先ほど申しました議会の広報紙の中にも高校生を視野にしたっていうか、１８

歳以上若い人達を視野にした広報紙はどうだろうかなというのが、大きな１点です。 

もう１点は、最初に性同一性の多様性の問題でお話がありました。今、国会議員のパ

ワハラ、セクハラだとか県内でも東部のほうの議会の関係でＪＲの関係でいろいろ出てお

りました。人権意識を疑うのも出てきておりました。おそらく湯梨浜町はそんなことはな

いと思うんですが、人権についての研修というかそういうのは議会でも取り組んでおられ

ると思いますが、状況的にはいかがでしょうか。ますます性のこともありますが、外国人

がどんどん入ってくるということも今、国会でも議論されているようですが、すでにもう

この町内でも外国の方もたくさんおられます。そういう中での人権をどうするかっていう

ところも含めて、いろんな意味で人権意識を高めていかなければ町民の幸せにつながって

いかないんではないかと思っておりますんで、この辺りの取り組み状況なり、こういう方

向でやろうとしてるっていうのがあれば教えていただけたらと思います。以上です。 

○寺地議会運営委員会委員長 ＬＧＢＴの話とセクシャルハラスメントというような内

容だろうと思うんですが、議長ですか。 

○入江議長 広報紙の件は、議会広報委員長。 
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○米田議会広報常任委員会委員長 直接質問されたことには答えにはなってないんです

けれど、一つは読みやすいっていう部分では中学生程度の学力の方が読めるようなってい

う形で編集は心掛けております。ただ、高校生についての視点とかいろいろとあると思う

んですけれど、それはまたこれから検討していきたいと思いますんで、よろしくお願いい

たします。 

○住民 楽しいイラストが入ってくるとかですね、そういう発想ももしかしたらあった

らいいかなとちょっと思ったものですから。 

○入江議長 人権教育についてのご質問がありました。議員はどうしとるかっていうこ

とです。ご承知のように町が主催するいろんな研修会等があります。年に何回かあります

ので、その中に少なくても１回っていうことで参加を促しております。例えば、今年６月

２４日にありました町民のつどい、これについて６名の参加です。７月１１日にありまし

たゆりはま人権セミナー、それから９月１２日にありました人権セミナー、それぞれ１名

ずつです。それから１０月２８日にありました人権教育推進大会、これに４名出席をしと

ります。この間の人権セミナーには誰も参加できてませんけども、そういうことで何らか

の機会を設けて、先進的な事例であったりとかいろんな手法で講演会であったりだとかあ

りますけども、我々議員も出かけて行ってそういうことを聞くということには努めるよう

に極力してますけども、もっともっと参加をしていかなくっちゃいけないなと思ってます

ので、今後みんなと声掛け合いながら参加をしていきたいと思ってます。ありがとうござ

いました。 

○住民 きのうだったでしょうか、町のあらゆる差別をなくする審議会がありました。

町内全域の行政関係や学校、こども園とかいろんな取り組みをしとられるんで、よくやっ

とられるなと思ったので、また新しい人権課題が出てくると思いますし、従来の同和問題

であったり障がい者問題であったりいろんな面で差別的な問題っていうのはまだまだある

と思いますんで、この辺りを絶えず研修しながら、これ私たちも含めてですけども高めて

いかなければいけないなと思っとりますので、よろしくお願いします。 

○寺地議会運営委員会委員長 どうもありがとうございました。そのほかございません

でしょうか。 

○住民 町にもお話したとは思うことを一つ言います。何か災害があったときにここに

逃げてください、あそこに逃げてくださいというような大きなソーラーシステムの看板で

も作ったらどうですかと。英語、日本語、韓国語とかベトナム語とか。そういうことはな
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かなか動かないんで、副町長来てるからあんまり言いたくないんだけど、なかなかしない。

人を助けるための施策はもっと早く迅速にやるべきだと思うんだけど。それがどうも遅い。

皆さんどう思われますか。 

○入江議長 今、例えば言われるのは、電子掲示板みたいなもので常に発信してここに

こういう状況だから逃げなさいというの作りなさいということですね、まずは。 

○住民 そうですね。ただ、日本人だけじゃないでしょうから、いろんな国の方がおい

でになってることもあるんだろうし、湯梨浜町だけの人が動いてるわけでもない。県外の

方もおいでになってるでしょう。観光に来てる方もいらっしゃると。そういう人たちにい

ち早く案内ができるような何かを皆さんで考えないと。考えたっていったらすぐやらない

と。災害はいつ来るかわからんのだよね。明日来るかもわからん。来ないかもわからん。

だけどやっぱり備えがないといけませんよね。これは私は早くして、あなたたちの力でも

何でもいいですから早くしてもらいたい。 

○入江議長 持ち帰って検討はしてみたいと思いますけども、言われたように即という

ことについては即答でやります、できますとまでは言えない状況ではありますけども、や

っぱりそういうことで取り組んではいきたいと思ってます。 

○寺地議会運営委員会委員長 総務委員長もおりますので、多分そういう話題を委員会

のほうでも上げてくると思いますので、それは執行部がどうするかは副町長もよく聞いと

ると思いますので、なんかやるんじゃないかなと思います。 

そのほかございませんでしょうか。 

○住民 きょう資料見せてもらって、新中学校の件なんですけども今後の予定の中に３

月に学校公開という見出しが躍っとりますけども、これは具体的に町民を対象にして新し

い中学校を見学したいという場合は３月には見れるわけですか。まだ全然決まってないで

すか。 

○入江議長 教育委員会のほうからは、そのスケジュールについては全くまだ示されて

おりません。言われたようにぜひともいい学校作ったので地域の人々も含めて、それから

やっぱり町外の人にも見てもらえるようなやり方をするべきだと思ってますので、これに

ついては議会も始まりますので、教育委員会に投げかけてスケジュールアップをしていき

たいと思いますし、広く皆さんに告知をしていって来てもらえるような学校公開、たった

の１日だけでなしに何日かに分けてでもできるような方法を考えていきたいなと思ってま

す。 
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○住民 ３月には見せてもらえません。何でかって言うと、いろいろ準備があって無理

だと。なぜ私がそのことを教育委員会にお話ししたかと言いますと、学校の公開と合わせ

て新しい中学校が東田後の新しい避難場所になるだろうと、確認しましたら避難場所にな

ると。であるならば学校の開校したものを訪問させてもらって見せてもらう、そして一番

近い道路で逃げた場合、さっきの防災訓練の一環としてリアカーとか車いすの方とか子ど

もだとか大人だとかちょっと足の悪い方、東田後の公民館から逃げた場合、新しい中学校

まで何分かかるのかとそういう計測をしようと、あわせて学校を見学させてもらいたいと

教育委員会のほうに申し述べてきましたが、３月はちょっとこらえてくれと、４月になっ

てまた相談に来てくだされば案内しますからということでしたから、３月は多分一般の方

は入れんでしょう。 

○入江議長 それはちょっと違うと思うんですけども、今総合的に言われた答弁で教育

委員会は言ったのかもわかりませんけども、我々も正式な学校公開のスケジュール聞いて

ませんけども、ぜひともするべきだと思いますし、させたいと思います。するべきだと思

いますんで、これについては。やりたいと思います。 

○住民 私は新中学校の開校準備委員会の委員をさせていただいております。資料提供

が３０年３月２７日にあったんですけど、そのときに一般公開はいつですかということで、

３月の上旬には行いますということでお返事をいただいておりますので、これはぜひ私た

ちも準備委員会の人間として要求はしていこうと思ってますので、その会ではそういう回

答をいただいておりますが、それ以降、実は本年度に入ってから一度も準備委員会がござ

いません。なかったんです。いろいろしてやっと１２月１１日に今年度初めての準備委員

会が開催、全体のね、部会はあったようですが、全体の会が初めてあります。それもいか

がなものかなと思っておりますので、その中でまたいろいろと議論させていただいて、も

う少し早く住民だったり保護者だったりに見せていただきたいと思うのは当たり前なんで、

もうちょっと早くならないかということは要求していこうと思っておりますので、一応３

月の上旬にはしますというお返事はいただいております。 

○入江議長 上旬、早い時期っていうのはわからないと思います。難しいかもわかりま

せん。いろんな全体の中での、荷物の搬入であったりだとかいろんなこともあろうかと思

いますので、それについてはちょっとわかりませんけども、どちらになっても先ほどから

あったように公開するべきだと思ってますし当然のことだと思うので、これについては議

会としてぜひとも実現させたいと思ってますので、ぜひとも皆さん見に来ていただきたい
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なと思ってます。 

○寺地議会運営委員会委員長 貴重な御意見ありがとうございました。 

そのほかございませんか。よろしいでしょうか。時間が押しておりますので、この場

で発言しにくいということもあろうかと思います。そういった方は、最初に議運の副委員

長から申し上げましたように提言書に書いていただきまして、お帰りの際に提出、また議

会のほうに届けていただければと思います。支所を通じてでも結構ということでございま

すので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

本日はほんとに貴重な御意見、また我々が気が付かない点、御指摘を賜りまして誠に

ありがとうございました。いただきました御意見、提言につきましては委員会あるいは全

員協議会あるいはまた執行等と協議の中で検討させていただきまして、議会広報等で報告

をさせていただきたいと思います。なお、皆さんのほうから御意見がございましたけども、

我々は議会意見交換会の実施要項というものを作っておりまして、各種団体からの申し込

みがあれば出かけて行くというような対応をしとりますので、またお申込み等をいただけ

れば女性団体のほうとでも意見交換ができるような場を作っていければと思っておるとこ

ろでございます。 

 それでは最後になりますが、河田副議長が閉会の御挨拶を申し上げます。 

○河田副議長 本日は本当にお忙しい中、長時間に渡りまして貴重な御意見、御提言、

また御指摘をたくさんいただきました。真摯に持ち帰りまして行政に伝えるべきことは伝

えてまいりたいと思います。また、議会のほうとしても検討すべきことは検討、議論を進

めてまいりたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 また、本日は少し暖かかったですが、また明日から寒くなるような予報が出ております。

季節柄、体調には十分ご注意をしていただきまして、簡単ではございますが終わりの挨拶

とさせていただきます。 

 本日は本当にありがとうございました。 


